
最後に中学生が住んでいる町内

の自主防災組織のみなさんと、水害

に関するグループワークを行いま

した。ハザードマップから水害時の

浸水状況の確認や避難経路などを

一緒に考えることより、自分の住ん

でいる町の危険箇所などを知るこ

とができ、中学生と自主防災組織で

話し合える良い機会となりました。 

・自分と同じ町の人と水害が起きた時の避難場所や避難経路の確認ができ

たから良かった。（中学生） 

・中学生との意見交換が行えた。また中学生に地元の地形(状況)を伝えられ

たと思う。（自主防災組織） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年１０月 

桜井地区社協だより 

回 覧 

第２０１号 

桜井地区社会福祉協議会 

 

 
 

 

～中学生防災隊防災教室を開催しました～ 
８月８日（金）に今年度も桜井中学校

JRC（青少年赤十字）部員を対象とした中

学生防災隊防災教室を開催しました。この

教室は安城市と安城市社会福祉協議会の

共催で毎年実施しています。はじめに、 

NPO 法人コミュニティサポ―ターほっぷ

から矢作川流域の特徴や災害リスク、非常

用トイレの講話を聞いた後、中学生がグル

ープに分かれ情報受発信訓練やダンボー

ルベッドの設営体験を行いました。 

    （安城市桜井町桜西一丁目２番地６ 桜井福祉センター内） 

    電話 ９９－７３６５ ＦＡＸ ９９－７３６６ 

    メール sakurai-syakyo@syakyo.city.anjo.aichi.jp 

 

▲自主防災組織との交流 

 

参加者の声 

▲段ボールベッドの作成 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

桜井地区には２種類の移動スーパーが

販売を行っています。「はじ丸」はスー

パーマーケット「バロー」から商品を仕

入れ、毎週火曜日に東町、毎週金曜日に

城山、堀内町を巡回しています。「とく

し丸」はスーパーマーケット「ヤオス

ズ」から商品を仕入れ、毎週木曜日に鹿

乗、小川町を巡回しています。 

 

 

 

 

 

 

 

移動スーパーは、スーパーマーケットで取り扱っているような食品や日用品を

専用の車に載せ、地域や施設を巡回して販売するサービスです。遠くまで買い物

に行くことができない人たちの大きな支えとなっています。 

 

一昨年の７月から移動スーパーを利用し

ている鹿乗では、住民同士が助け合って買

い物をしています。町内の世話役が、身体

の不自由な買い物客に対して、商品を買い

物カゴから手押し車に移し入れたり、高い

ところに置かれている商品を取ったりして

買い物の手助けをしていました。移動スー

パーは地域単位だけでなく、個人のお宅へ

の訪問についても相談にのることができる

ので、ご興味のある方は桜井福祉センター

までご連絡ください。 

▲鹿乗公民館前にて移動スーパー

「とくし丸」を利用している様子 

▲移動スーパー「はじ丸」 

・実際に商品を手に取って自分で選べるのが嬉しい 

・移動スーパーが音楽を鳴らして来てくれるので、自宅にいても気づくこと

ができる 

・他の買い物客である地域住民さんとお話しするのが楽しい 

・自分がほしい商品をリクエストしたら次の時に持ってきてくれた 

移動スーパー利用者の声 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                                                             

 

ひとりでなやんでいませんか？ 

「心配ごと相談所」のご案内 

どこに相談したらよいかわからない悩みや、日々の生活の中で感じる

不安についてお気軽にご相談下さい。相談内容は秘密厳守いたします。 

また、相談内容によっては、ご本人の同意を得たうえで、より適切な

専門機関やサービスをご紹介いたします。 

 

 
                                                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

生活支援・見守り協力店のご紹介 

協力店のみなさんからは、例えば、 

・「気分を悪くしていると聞いた。ひとり暮らしなので、心配で連絡しました」 

・「毎日配達しているなかで気にかけています」といった協力をいただくなど、 

住み慣れたまちで安心して暮らせるまちづくりに向け、取組みを進めています。 

Q生活支援・見守り協力店とは？ 

A通常業務の中で、食品等の宅配をはじめ、ちょっ 

とした家事支援などの『生活支援』や、気がかり 

なことを発見した際に連絡をいただく『見守り』 

を、可能な範囲で協力していただいている店舗や 

事業所のことです。桜井地区（桜井中学校区）に 

は、９０店舗あります（令和７年９月末現在）。 

 

相談無料 

問い合わせ：安城市社会福祉協議会 地域福祉係 TEL７７－７８８９ 

（事務局に繋がります。その後、相談員にお繋ぎします。） 

【相談日】 

♦毎週火曜日～土曜日  

 午後１時３０分から午後４時まで 

※ 閉館日（毎週月曜日）、祝日、年末年始、お盆期間（8/13～8/15）を除く 

【場所】 

◆総合福祉センター（安城市赤松町大北７８－１） 

【相談方法】 

♦面談・電話 予約不要。面談だけでなく、お電話でも可能です。 

【相談連絡先】 

０５６６―７７－７８８９ 
 



 

 

 

 

 

開 催 日 内 容 

１０月１６日（木）  ぶどう 

１１月２０日（木）  リース作り 

１２月１８日（木）  お正月飾り 

 
  

 

 桜井福祉センターでは、いろいろな 

サロンを行っています。 

予約不要で年齢問わず、どなたでもご参加いた 

だけます。みなさまのご参加お待ちしています。 

 

簡単な工作を楽しむサロンです。毎月、季節に合った作品を作ります。かわいい

作品を、お話をしながら楽しく作りましょう。無料です！※内容は変更になる場合があります。 

桜井福祉センター 
サロン紹介 

 
  

 

 

桜井福祉センターまつりの 
福祉バザー品を集めています 

 「太鼓の達人 ドンダフルフェスティバル」を利用し

て、太鼓ゲームを楽しみませんか？ 

 続けて体験すると、得点もアップし楽しくなります。

脳トレにもなります。 

 子どもから高齢者まで誰でも参加できます。ぜひ、お

子さんやお孫さんと一緒にご参加ください！ 

 

１１月９日（日）に開催する、桜井福祉センターま

つりの福祉バザーの品物を集めています。 

ご家庭で眠っている未使用の品物がありましたら、

ご協力をお願いします。 

１１月５日（水）までの午前９時から午後５時まで

桜井福祉センター１階の窓口で受付しています。 

未使用品のみ受付しています。絵本に限り使用済で

も OKです。 

陶器や骨とう品、古本は 

受付していません。 

 

桜井福祉センター 

 安城市桜井町桜西１丁目２番地６ 

 TEL 0566-99-7365 

【開館時間】 

午前９時から午後９時まで 

※日曜祝日は午後５時まで 

【休館日】 

 月曜日（敬老の日は開館） 

 ５月３日から５月５日まで 

 １２月２８日から１月４日まで 

 また、１２月１２日（金）に総合福祉センターで e スポーツ大会が開催されま

す（対象者は市内在住の６０歳以上の方）。大会に向けて随時練習できますので、

練習がしたい方は窓口にお声がけください。 

 


